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工業雷管の基礎的研究 (第三報)

(Iafb 】2年 4 JT=1 EZ空 .1)

木下四恥 ･東山 亡 ･羽村J.tr<

(E:鞍化1析JS付票市九二品日光tt)

Ⅰ 持 T I-017mm･9-612mm･,J116g

恭一Ⅶ,)邪二相幻に放いて.廿E;.JLカ臥ヒ.こ郎 lさ 2 措 rl:･

せて発火させることに仕り,比棚 t.TE無に.しかbEl 枯狐の# 旦･上月 2･Eql･こ放す･

31品r=近 .単式の柵 を用いて,冊榊 現の要式はr{ 衣2 内Yの良さの野甘

那二相では某矢輪方法で柑られた抹茶のEk犀･(栂 P柁兵li火孔は ｣ぐgcm,)

虎の浪一書を行い,恥 ･'C鮒 の災bt此れ 甘体の拝さ (.nm)"(HIM) 火Jiか

建物の兼任,速火肌 lミとは朝雨とのEEか IL東光陳良 3 2･I3 8
-こ如(机こ排 するかセ犬刑したが,水稚官ではこ̂ lこ

按 ･て.FAs廿の点き,点火孔環.Jr棚 E.ほ現の配

合比,ほ現の水分,t宅氏火 (瓜火王使用)と斗火綿

点火(市=8ZgF火縫任用).点火正確Jt及び.発火噂外

Eの且JLb:至緋 に如何に排 すろかなS<和したの

で背きする.

突放力法.失政粂 拝.三石二相に逮-1=とEqじであ

ら.又音4記号も東二相と河じものセ使用する.

Jl 内管の長 さのJif

領一相.こ磨いて内管の長さと才は群との91鎌Jこ甘乏

し,円廿の長さの点 ･もの埋草はqZがiE少することJz

示した.又内廿の長さの兵､･もの拙 小丘tlqも誠少

することを叉木真】).冗LGrant及び)どTLfrfLrl)+)

も示している.惑山 ･上田JlもJL小丘はtにTgして次

言己我 1の成1才を有している｡

哉 l 内管の.qさと七小粒はJL

内Tよ(mm) W吟丑 (g) i･･ i* #

023 1 1■

024 g′y7

0.30 ･～
a.3Ⅰ ●_

■l･■

以上から内廿の兵書のよいものけ.玉莞E?良.'_長く

11ることが予期されるので以下Iこそれな放射LI=.

1.宍 Jl条 件
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曲1円rBt(l)のt;書く･Jr2【

3･:考
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上記の続無から明らかたtIに.
内trのbE._
>Lの長いrJ

重材長はkZくriつ･<いも｡こLLは
腎侍のPFさの桝

と同1
,,
く綿複軌恥の1■大に上るものと肝研きhろ｡

‖Ⅰ点火札達の影響

ポー報LこBtい{凡火孔任と半
好事との捕保を込べ

た叉木氏1)も内甘爪火孔瞳とモ小包ifJLとの掛と

,-7{
し
.
札七孔任が大き遠さてi.
小さ語学J=も最小包

はRB.稚大することを辻ぺて､Lる.
手芸功長.こついて

さの世事と以下に伸した.

Z.
甲挨二策件

L三0.
15mm9-62mm以-16g

相性担万上に叩き約t.Snm
封'Ll812mm
のdr-1･

軽々缶苛させ.
そのJE-々扶p)中Ltにお:1る小孔の伊



を変えて,良火孔怪の影■*L検討した.文≠ニGiiB火

韻で瓜火したか.■火肘 面とポール択面との拒付は

lQTrLmとし一二 (四2手招)

府 ,..
図2 X何軒面Eg

即ちiL火t鰍 火23総前火粗 末から門地状に拡hlL

ってゆくものと位昏して,導火伽 ミとは扮両と/_y帝

甘させた牧舎よりも10mm位焦した万が.点火孔憎と

7F火力との関辞か聖賢は長に及はす影書セはっきり77.･

すと考えたからである｡

2 枯 県

枯史の幹軸は胡 3及びtZ)3に示す｡

&3 点火孔fZの形■
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3一考 載

この稚 Z!Elでは,瓜火孔摺 immのL8分l二重!eW

某は,乱世 ?ち.6.2mmのもo)に比して長くなる損向

を示した｡こiuエ乱作 2.5mm の各会には放火g:件.i

政も媒いが.放火されて技の鰍 '･,捕.･N- ･̂

挺ftL3RのものてあるJ5-.姓の尊台■こ上として大であり.

占2Tdm の碓合.こ.三.飽の串台に比してN斗班 .18

b王いが.良火:7:作がLJtもAくて.頼る紺 ▲こtLつた

のではないかと考える.
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V ま▲〇 三lo )lB- A

(1/ーIl図3 瓜火礼だ (ド)の船首は.雌に廿帖Q)1早さ,FJj呼の長さ時

の重光は点への彰串を故即して租甘した和議 りである



-J･に比して席かったにも不拘,登

記場長は句 くなっているt,又欧は瑞

.iI)も厚 く抗現力も3冊近いのに,

銅と7′レミニュー.のJb令 に1比し

て.鉄は編よりb価かに玉細 長が

短いに過さない,

このことは,KK n̂dreevJ)那

田ノ妃の死圧は内圧を37]めると云 う枝

1E手r2Lこ上って払棚 を諦めると

fT謙つことが出識もと述べているし

' 三二 ●い∴ . ･.~･ .., ･

I I l 上記 侶 三;I::

O2

1.3

1.0

08

入t Pal一y;)bl-T双の艮雌 の神

大と共には丑だ発生■迄の市Rの把 丁′日 0.7

枚同の長さがaW lることを示して ニ ュ - 'L

いる.従って7'Jbtニュー).ti執 こ

比して抗張力,洗圧力の何れも小さ

く,Tm賓のJJか横せの協会よりも妨

勅の燃快速良が小さく.変死鮎 か

良くなると考えられる.一方,筑盟

プJの比蚊のみに於ては.由と7JL･i

ユ▲-.Lの場合の重完煉炭の鎧に放

して.鉄と錦との切合のそJtの芝が

小さい.軸圧鵬 と謹なJTlいて即忘2し

た拭圧力は,Ymt)lt孤qri:ULであるが,

このCEIJ_,見ると鉄はi抑こ比して2倍

I77 5 81 0.9

2.C5 5 1(】3 2～

218 5 153 2.3

=28 3 204 )3

.∵･
(L) 耗汲))は管けなtUJE･'.日こ印噺LI132mT.llさ34Tnt-1の

伏換片をr･つくり†用h!したものである｡
(2) rJLEEjJに油圧状J*肘/L川いて,伊仙V'面rこ泊JfもhTlえて

管路が故鵠される時の的正を*めたものである.

米丁芹の併しか萌していないのに.掬F-_アルミニュ-LLに比

して3倍近し廿を甘していも.罷って款Li鍬 こ比して.錦

とT ･̂ミニユーJ-の尊命から期待される払 王冠性長が短

くならないのではないかと考えられる｡

即ち至完牡兵には坑班力よりも机圧力の妙寺が大きく･

統監力の大きい野件を)FH 九はほ粉の駆 虫姓は捕まり.

従って至完祭具も短くなると瓜hれろ｡

V 銀粉配合比の彰専

gr飛｡三喝黙化合杓であって,その煙発昇は伽 】g

て比鴨的小J,eい.⊂0の先生を抑親し,発無意を付す

ために姐禁句加皿を添加して棒薪としてエヌ官幣に使

用している｡この叫許魚加弘のFS治 比El慣双に対して

lTR碕比で 7822の構台に究全仏牧が期待されること

はま うiiもない.
一方℡戒と竣･崇倍加_qLとの配合比を変えてゆくと･

同一は現先での半は輔もそれに応じて変化してゆくこ

とが.実旅的に東められている▲'. 即ちTEl5の血 りであ

て､.

冊LAe配分比70-977:のEulで次数しているが･83-85

クi;の部分 (･-f一膳坤がL他の部分に比して低下している0
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短い治具とILつ た. この点具.-J95■二元した○のとは

は出た博向･k永していて,完全馳 ;刀;描.=1九ろ7B,

ココ7)配合比のJA合,=片して,半措1のJt牡又.ま玉突は

長点垣のた合比.ミ何れもFtR京菜の多い方にズ･/てい

ち.

この事.ま甘水耕 架と書兼阜:.速米俵加▲ .T のはね
とのAI適 (LLrJLlbJ-】6?)を比扱すると前世{･3,2的

msee.獅 b･つ.汎 mseeてあって桝 の1Jb'･gま

が大～ いと云 ''F ,い ･て一三農 牧逆圧 大ヽきいと云

弔事がL_ll7'aLrlの船 からt,推定され.Al分比.こ上

って爆発軒とJ;i-;丑職 長も歩■な受け.延ってiFは

串とか重罪は長 i}te合比の鰯 7'L受けたI=めであると

考える｡

我5 Lt扮瓦■合比の形gl

tI抄挺書.Tt ,l(mm)

T 一軒 xclo-J(gm l)棚 Zt . JI
(l<)i(%1 -

2.<3 5 7.3 C9

)-u O 2.王7 5 72 0.6

2.幻 5 90 C.9

AJl～1--

Eil6 tI柑Te合比のrv学は手法であること.iLlく知らTLている.

q!搾 こ̀す℡セ蛮iiせしわて紬 セナちと.駿湿度の大き.tの性ヰ

浬串が多い.従っては取 分の重天性長への古事.こう ･て本

報奇では前一報よりも杓打由.=牧村Lたので111~

'=7tt曾する

-2･27 5

3･7 0･9 1 舞 扱 条 件2<5 5

5.2 0.16.3 C.9巨 ; ｡二

;拙7こい30 】98

2.12 :･:I ::,:㍗ ;8.5 0.498 2:～L6.3 21 ¢

-62mm.I-0.17mm.a)-16g2･暮

基 点縦 のFFbはポ 6.阿7に示す.3 考 ♯

水分の多い挫丑朱は点は巣くlJ:り,又7k分 02､

ガと云 )相当少Jtの水分七含ませたこのに史いても.演雄比丘と重完t抄 との

打保は今造.=辻べた鈷束と屁放した曲畝3;保と1Lつた.これ 三水分がさい世

.は祝の圧瓜kのうち.その水分の文化に任用されも訂分h-t多くIzウ,繰iL状ZBに入るための一定エネル

ギー■こiBする迄に多JLの.又淡那 t.瓜の大きい蟹,上り多可の肘にく■' 二̀

;一芸 ｣ 2:;Ii.: 鰍 を銑る誓 h6'.九三:三三:… 三 4tt(i) 疋告と70 30,60:i
Oでは*JtJi示し -=-1=上りも7r書a:の石/)でも】K暮しT=が

LI mnノヵC上に姓荻が殆んと生せITi一定出兵 脚 水分
lI(M ET)I)- -IE&･つた. ､.i

) 火 急 t ヱVl 沈劫



｢~~~~~ 日

大下t瓜Lf.SL山仁 ･lミ肖力点 二又廿Yの&d的研究 2-ll

vll t先点火とgF火捜点火との比較 式7 モ朱点火とJB火B点火の比牧

抜殻へのt,人力の盤.こ上って田管の出 力一二缶な生

すろ ここ･._･tT.こ3iくの人に上ってE!められ{),Lウ,

又恭一 稚',ホ二相わ .=於 ･て.三九火力の隻こ玉荒津

具との丙L=.二つ.･て鞍昏した｡今BDはこのhl二つtて

Fに,屯1F火 r放 三他用)と事火tt尽火 (煎二印

可火崩lR用)亡で重完妹尾に甚七生でもか苛か七枚?i

LT=.

1 邦 息 ･'t件

や=62mm L=0.15mm,(u-16g

Li火王 ホーIにヂニトL,ソvl/Jt･yy煎.茄=

仙 こ亡〆y鬼を主剤にしたもの'C先見的

9mg,約2̂mp~e爪火.

Ga7 t暮狩水分の抄e

fJT火三Iヽ火 て.三札九三尖箱とは現面との抑弧 王約

3mrll.書欠繰Jl火の坊/E.～.i,ヰ火BJ<は切石に庸荘

させた.

I､r: TL

枯来 .i讃 7.E58に京十､

3 考 か

今tpIの'kkではt筑瓜火の7Jが･,斗火良瓜火に比し

て,空売は長.ま長くなった｡Jコ火王からの火仇とjf火

挫きFR火焔とbL+t亘lの実魚条件では･Fl火力に勤 Lあ

ってg:書の万b●脚 よりも孝かつたためにこq)tlな結

果.こILつたとEわれる.

VTTT 点火玉葉tのJi書

前述のガに点火法の相違に上って玉実妹長に鎧を生

じたが.点火王策ptの変化によっても瓜火力b･変化し

｣ . _ __ _ - __
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止九位は分 J(JiCml)
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-'Ti匪
EZl8 点火注の格1-の彰■

重安津具L古書J_/夕けるとEわかるのT:その状況を*
■iLJこ

' 実 IP'f･件

や-6.2mm.I三0.17mm.A)-1.6g

A-2.39g/cm'点火屯託 2Alnp

今皿 上瓜火式としてLエpyソ於を主矧こしたものC}

),な用い,ヂエ トロ y v ゾJVyy鈴.ま用いなかった`

Fl九三とは軌Liとの仰軌iFl3nlmであった.

I I: Tt

輔恥 上皿9L=示す.

･I･･::卓
二Lm … ‥‥

-･-'JJrl(-II
Ei)9JL大王Itのr■



2-は エ 苅 火 瀬 由 女 性 妨 )88 弟 3 Fa

考 薮 88 考七中外玉の温まのr'書

河 9に見られる払 こ点火王令書8.7m耳から22rn且迄

の問で･三重充牡兵･エ瓜火三第tの彰■,-,受けて,～+L 外苑の吐よ A(且亡m,) Vl山

い.この世の玉tの垂･ilZi火九 こそれ程の生を圭一fL (oc) K JIも 5

めないので.三n:いかと考える.

1Ⅹ 秦火時外底の連座の形gF

℡廿が･鬼火する各会,外男の温まによって半肘 .こ

兼*L生でること.三.柿,こ胃管蛸拝島粥 を用いて冷

却した柏倉▲こ故事!されていて,妬 串 氏llI.LYClarkJl

等▲こよって轍色されている｡軸 尊も別lこ和音;りして

いるか.それでは外質の屯だ 25.0,- 183oCの穎合

の重先は長女夫々淋注した抜染女達-た｡今田:三色,
25.0, 70.-1630Cの大々の均合の五男三嘆長を刺淀

したので報告する.

1 舛 片 4=作

や-62mm,I-015mm ,a)-16g

点火王*L用いてt気点火した｡6OeCにする▲こ.ま鵡

00Cにするには兼と企篭,-780Cにする.こ一三見終次

長とJBdt7Î ･,-163つCにするに､三漂搬 業を用い
て℡廿と船坂をJt,]t30分そLtらのi邑BE-こ作ら.そLtら

からtiウuIL'{妊ちに発火せしめた｡

_'･FA モ

枯袋のrFFa.三世8.E3110に戻す.

3･考 搭

この弊政麦作の下で't.63.25.8'CのT.l'C一三大豊

なく.又 -礼 -1830Cの問でも大窪なかった_ISL

m の′ループと世紀のグルー プとでは_環が･あり,別

廿の/)がtfもよりも翼莞津具.ま短 くなった.尤も鼓E3

比tq)小さい称分ではこの打方のMLこも拾んと箆.ニ認

められなかった.これから温度b.鑑規に依くなると半

株糾なせZaLか ･こと,黙かも鼓県比屯の大 きい時.こ

そzt.はよりはっきりすることがわかる.何故低温栓至

完甘Rd･長くなるかについては.別Lこ渦管Il)した絵-こ

弧 tq 均の脚 現火古土･-～-が大 >く'Lろためて

あると考える.

X 経 書

恭一瀬.筋~確にeI_いて三男拝具.=2LFする⊂B77

LLる各ti咽 .こついて放封と行い次の銘年tL叩た,

I-:TSfの点き1月tl堅至芸は長.三迄.

= 瓜火孔拝の大小.三点火力の大 F,F､ご諾斗モ宅の大小

.こ缶■し.点火孔tE25.8=mm ▲こ比して<:mm

の積分.二重莞唾点が･黒くたる.

2.C1
2.)9

80 2.3占

2.48

2.54

l.0

4.■ G.チ

.I-.? _.)
7.C i.2

-.3 .0

I2･04
2.190 2.36

2.482

54210

2.22-70 2

.35｣ ≡,:言

2.10

2.22-183 2.35

2.392.19 q7 1.

012 04

53 0.373

~611.e 19I ,3･; 三

･

;l亡2 11]37 16

1 17.9 】.0し1

6_9 E.a7.9 ).0



尉官として,その抗庄力か大きい樫,その重完捷長

は短くなる.

｣ は83中の帯 乗と姑兼帯加iRとの75:息比な変えると

重文l碁轟も変化して駕て,その比b-t叩 IDの牧舎

-こ他に比して短い.

5 鮒 の水分は少ない挫至究体長'rミ 短 い ｡

6 F'1火完点火と郡二級媒火投点火と{-は荊1tiの野合

に玉郷 は短い｡

?.点火王の兼畳9-22nlgのE唱 でi三重莞ぼ戊-=彰

事を与えない｡

8.発火時外国の温度が酔 ､と至完援兵は長くなる｡

以上の拙論及び従来行TLbLt.て菜た釈放縫狐から.

玉郷 が長 くたる射 Tyの場合程半は現や7-f良し易い

事が判明した｡

文部二報,恭三朝を通じて,色々と閏 を変えて宍

収を行なったが,その柏倉に宝完津具と汲乳比Trtとの

脚係は何れの規合にも類似した曲技開陳で訳されるこ

とが判明した｡次劫ではこの曲fSlの契扱式/f淡め耳に

重先勝鼻と限界起埠顔との四孫について牧村の予定で

ある.

-&策戦を市 うに当ってL三.紺 所長,E3方Fg士の班

相帯のあったことなqEして勾i意を讃する

文 献

り 六下aE) 工手火祐也余技12(1)1951)I-ll

2)木下四E3,花山仁.t増大丑 工燕火事EB金主

16(2)(【955)BO一郎
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〟AnlELur･SLTCCkc'●ofljlnfll川gC llP鳥.(Jll)

ByShlrOKmoshlta,ShlnobuFukuyamaandMlyOShlAmllnura

ThecLfectofvar】ousfactorsuporlthe

Arlbuf-Streckeofthefulmznate･ch】orate

mEXturelrlblastmgcaphasbeenstudled

factorsstudledare(1)thelengthofthe

relrtforClngCapsu一e,(2)thedtamelerOf

theholeoftherelr)forc王ngCapSuk.(3)

thematcrlaJoftheshell,(4)theratlO

ofthefu]mlnatctothechZoratelnthe

lnltiatEngCOmTDSLtEOrl.(5)themoISttZre

ContentlntheEnltlatlng COmPOSLtlOn,

(6)themethodoflgZ)1t10r),aneZectrlC

match headora saftyfuse.(7)the

､ve唱htofthematchhead(87-220mg)

and(8)thetemperature､vhcntheb】ast-

m g caplSteSted.(-183-60cc)

LngCapsule,thelcssthemolstureofthe

lmtはt)ng composltlOn,the lllgherthe

teml氾ratureOfthetest,orLhesLrongcr

theshelllS,theshortertheAnlauf-strccke

lS TheAr血uf-strcckeofthecapI,lth

arcln10rCLTlgCapSLZlcIYlththeholcof

LhcdlamCterOlW mm lSEongcrthaTI

thatofOTICWILhtheholeofthedlamCter

of25or60mm (4)Whenthcrat100f

LuJmlnatctoChloraLeJS90/10,thê nlauf-

strcckeLSShortest.(6)WIlentheblast-

lr)どcaplSlg】11Lcdbythe matchhead,

theAnJauf-sLrcckelSShoTLcTthanlVhen

ltlSlgnltedbythefuse. (7)Anlauf-

streckcISnotaffectedbrthe､ve唱htof

TheresultsobtalnedaresummaTIZed thenlatChhead

asTollolVS･ (Or10Factory,NlhollKayakuCo.,Ltd.)

TheJongcTthelcngthoftherelnforc･
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